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■浸水深30cm到達時間分布図 想定被害者数（想定死者数） （人）
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被害死者数は、津波浸水域におけ
る滞留者のうち、津波が到達する時
間（浸水深30cm以上）までに浸水
区域外、高層階避難、津波避難施
設等に避難が完了できなかったもの
を津波に巻き込まれたものとして、
死亡か負傷かを判定。

粘り強い構造の海岸堤防整備(遅延時間5分)

榛原
工区

大
井
川→

粘り強い
構造の海岸
堤防整備

（3～5分遅延
を仮定）

南海トラフ巨大地震が発生し、津波が来襲した場合、津波による想定被害者数は
約5,000人と想定されますが、「粘り強い構造の海岸堤防」を整備することで、
約2,200人までに低減することが期待されます。

基本構造
【天端保護工+裏法被覆工+裏法尻部保護工】

天端保護工
厚さ=50cm

波返工
（既設）

表護岸
（既設）

裏法被覆工
厚さ=50cm

裏法尻部保護工
高さ=100cm、幅=225cm

均しコン
t=10cm

2.0%

第3回駿河海岸保全検討委員会（H28.9.27開催）において、駿河海岸における
「粘り強い構造の海岸堤防」の構造について、実験結果等から議論いただき、下図
を基本構造としました。

5分以内
5分 ～ 10分 15分 ～ 20分

10分 ～15分 20分 ～ 25分
25分 ～ 30分

30分以上

国土交通省 中部地方整備局 静岡河川事務所

【駿河海岸直轄海岸保全施設整備事業】

～ 粘り強い構造の海岸堤防 ～

現況

天端（既設）
厚さ=10cm

波返工
（既設）

表護岸
（既設）

裏法（既設）※

厚さ=15～20cm

基礎工（既設）※

高さ=60～70cm、
幅=40～70cm

1.50%

※構造が異なる区間があるため幅で表示



▽ T.P.+6.2m

⑤樹林

④盛土
①天端保護工

③裏法尻部保護工

②裏法被覆工

焼津市 11m

吉田町 9m

牧之原市 14m

駿河海岸は、津波到達時間が早く、避難可能な時間が短いため、L1津波を超える津波が発生した場合でも減災効果を発現させる必要があります。

このため、駿河海岸を含む駿河湾沿岸では、平成26年7月に「駿河湾沿岸海岸保全基本計画」（静岡県策定）が変更され、L1津波を超える津波に対して「粘り強い構造の海岸堤
防」が新たに位置付けられました。

駿河海岸では、国、県、市町からなる「駿河海岸整備検討会」を設立し、最大ク
ラスとなる地震・津波に対する被害の軽減を図るために「粘り強い構造の海岸堤
防」を含めた海岸保全のあり方（平成27年8月24日）をとりまとめ公表し、地域
全体が役割分担をもって減災に向けた取り組みを推進することとしました。
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他地域よりも早く津波が来襲
(地震発生後、2～4分)し、
甚大な人的被害が発生

駿河海岸

津波到達時間

海岸線において津波による水位
上昇が50cmに達する時間

出典：静岡県第4次地震被害想定（H25.6.27）「南海トラフケース①、冬・深夜、早期避難率高+呼びかけのケース」
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駿河海岸

津波死者数

■施工の役割分担（イメージ）

関係市町の津波高(T.P.)※

※市町全体（駿河海岸以外も含む）
の最大津波高

30m
海岸線

▽南海トラフ巨大地震の津波高※

（T.P.+9～14m）
▽計画堤防高
（T.P.+6.20～8.20m）

イメージ図

※津波高は海岸線から沖合30m地点における海面の高さ

駿河海岸では現況堤防高を
超える津波が来襲する恐れ

出典：中央防災会議 南海トラフの巨大地震モデル検討会「南海トラフの巨大地震による
津波高・浸水域等（第二次報告）」（H24.8.29）より引用
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牧之原市 焼津市

駿河海岸 L=12.1km

昭和41年9月台風26号 高波・浸水により
被災した家屋（焼津工区田尻地先）

平成9年9月台風20号 越波による浸水
（焼津工区一色地先）

駿河湾の西側に位置する駿河海岸は、地形的な特徴から高波が異常に発達し過去
から甚大な被害を被っており、また、近年では沿岸漂砂量の減少等により海岸侵食

が進んでいることから、海岸保全施設の整備を進めています。

駿河海岸
大
井
川

富士山

伊豆半島

御前崎

大瀬崎

駿河湾
～我が国最深の湾～

（水深約2,500m）

計画区間 静岡県焼津市田尻北地先～牧之原市細江地先

計画延長 駿河海岸 12.1km

（33m）

（13m）

（19m）

（6m）

（5m）

（26m）（17m）（18m）

※（ ）の数字は各ケースの最大値を引用

駿河海岸

■南海トラフの巨大地震による津波高（L2津波高）

た じ り き た ほ そ え

【参考】 L1津波：比較的発生頻度の高い津波（最大クラスの津波に比べて発生頻度は高く、津波高は低いものの大きな被害をもたらす津波（数十年から百数十年の頻度）） L2津波：最大クラスの津波（発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす津波）

①天端保護工、②裏法被覆工、③裏法尻部保護工 国の海岸事業により実施

④盛土 （現況堤防高まで） 国の事業により実施（国の事業で発生する土砂を有効活用）

（現況堤防高以上） 市町により実施（国・県：盛土材調達支援）

⑤樹林 市町により実施


